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昨
今
の
日
本
経
済
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

「
デ
フ
レ
」と
い
う
経
済
用
語
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、足
元
の
物
価
動
向
に
目
を
向
け
る
と
、新
た
な
変

化
の
兆
し
も
窺
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

九
州
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
消
費
者
物
価
の
下
落
幅
は
縮

小
傾
向
に
あ
り
、従
前
見
ら
れ
た
物
価
の
継
続
的
な
下
落

（
デ
フ
レ
）の
動
き
に
は
歯
止
め
が
掛
か
り
つつ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、物
資
の
輸
入
・
仕
入
〜
加
工
〜
販
売
と
い
う
一連
の
流

れ
に
お
い
て
、川
上
の
物
価
指
標
と
さ
れ
る
国
内
企
業
物
価

指
数
や
海
外
主
要
国
の
物
価
指
標
は
、上
昇
ペ
ー
ス
が
加
速

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、我
々
に
と
って
身
近
な
消
費
者
物
価
は
も
と
よ

り
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
企
業
物
価
や
海
外
物

価
の
動
き
も
確
認
し
な
が
ら
、今
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
も
考
慮
し
、昨
今
の
物
価
動
向
の
背
景

と
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。ま
た
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
F
F
G
）が
独
自
に
実
施
し
た
B
S
I

（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）の
調
査
結
果
を
基
に
、企
業

経
営
への
影
響
等
に
つい
て
も
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　　
総
務
省
が
公
表
し
た
３
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、福

岡
市
は
前
年
同
月
比
▲
0
・
5
％
、熊
本
市
は
同
▲
0
・

4
％
、長
崎
市
は
同
▲
0
・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、全

国
で
は
前
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
図
１
）。

　
２
月
は
福
岡
市
の
物
価
上
昇
率
が
前
年
比
プ
ラ
ス
で
し

た
が
、３
月
は
九
州
の
主
要
都
市
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
等
、食
料
品
価
格
の
変
動
等
種
々
の
要
因
に
よ
り
各
地

域
お
よ
び
調
査
月
ご
と
に
多
少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す

が
、総
じ
て
、2
0
0
8
年
後
半
以
降
続
い
た
消
費
者
物
価

の
下
落
傾
向（
デ
フ
レ
）は
、足
元
終
息
の
方
向
に
向
か
いつつ

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、後
述
の
企
業
物
価
や
海
外
物
価
動
向
と
は
異

な
り
、国
内
の
消
費
者
物
価
は
依
然
低
位
で
推
移
し
て
お

り
、足
元
イ
ン
フ
レ
を
懸
念
す
る
水
準
に
は
程
遠
い
の
が
現

状
で
す
。

　

　
次
に
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
川
上
の
物
価
指

標
と
し
て
、企
業
物
価
指
数
、更
に
、海
外
物
価
の
動
向
に
つ

い
て
確
認
し
ま
す（
図
２
）。

　
ま
ず
、企
業
間
で
取
引
さ
れ
る
工
業
製
品
・
農
林
水
産

物
・
鉱
産
物
等
の
財
の
価
格
動
向
を
示
す
国
内
企
業
物
価

指
数（
11
年
3
月
、日
銀
）は
前
年
比
＋
2
・
0
％
の
上
昇
と

な
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
直
後
の
08
年
11
月
以
来
の
高
い
水

準
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、海
外
主
要
国
の
物
価
動
向（
消
費
者
物
価
、11
年

3
月
分
）は
、米
国
が
前
年
同
月
比
＋
2
・
7
％
、ユ
ー
ロ
圏

が
同
＋
2
・
7
％
、中
国
が
同
＋
5
・
4
％
に
上
昇
す
る
等
、

新
興
国
を
中
心
に
海
外
で
は
イ
ン
フ
レ
の
兆
候
が
強
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
訳
を
工
業
製
品
別

に
見
る
と
、石
油
・
石
炭
製
品
は
前
年
比
＋
17
・
0
％
、鉄
鋼

は
同
＋
10
・
9
％
、非
鉄
金
属
は
同
9
・
8
％
と
大
幅
に
上
昇

し
て
お
り
、特
に
素
材
・エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
品
目
の
上
昇
が

著
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
３
）。

　
前
述
の
国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
、特
に
、素
材
・エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
品
目
が
上
昇
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、昨
今
の

国
際
商
品
市
場
に
お
け
る
、各
種
商
品（
原
油
、非
鉄
金
属
、

穀
物
等
）の
価
格
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。こ
こ
で
は
、国

際
商
品
市
場
の
代
表
的
な
品
目
と
し
て
、原
油
、銅
、大
豆

の
先
物
価
格
の
推
移
を
取
り
上
げ
ま
す（
図
４
〜
６
）。

　
例
え
ば
、国
際
原
油
市
場
の
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
Ｎ

Ｙ
原
油（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
）先
物
価
格
は
、08
年
12
月
は
1
バ
レ
ル
30

ド
ル
台
後
半
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
当
時
の
金
融

危
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
各
国
の
大
規
模
な

金
融
緩
和
や
新
興
国
の
い
ち
早
い
経
済
回
復
に
伴
う
需
要

増
加
等
を
背
景
に
、原
油
価
格
も
上
昇
に
転
じ
、本
年（
11

年
）3
月
に
は
1
バ
レ
ル
1
0
0
ド
ル
を
超
え
て
上
昇
を
続

け
る
等
、商
品
価
格
の
高
騰
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

 

　
こ
の
よ
う
に
、現
在
、国
際
商
品
市
場
で
起
き
て
い
る
各

種
商
品
価
格
の
上
昇
は
、資
源
・
食
料
の
輸
入
大
国
で
あ
る

我
が
国
日
本
の
経
済
・
物
価
に
対
し
、様
々
な
形
で
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、原
油
価
格
が
高
騰
す
る
と
、重
油
・
軽
油
・
灯

油
・ジ
ェッ
ト
燃
料
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
各
種
燃
料
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
・
化
学
繊
維
製
品
の
原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
等
の
価
格

も
上
昇
し
ま
す
。原
油
に
由
来
す
る
製
品
の
種
類
は
極
め

て
幅
広
く
、ま
た
、原
油
を
精
製
し
て
得
ら
れ
る
各
種
石
油

製
品
の
用
途
も
多
種
多
様
で
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、家

計
・
企
業
、あ
る
い
は
、製
造
業
・
非
製
造
業（
農
林
水
産
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
）の
区
別
を
問
わ
ず
、原
油
価
格
の
上
昇
は
、

経
済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、コ
ス
ト
増
加
の
圧
力
に
繋

が
り
ま
す
。

　
ま
た
、非
鉄
金
属
の一つ
で
あ
る
銅
は
、家
電
や
自
動
車
部

品
の
電
気
系
統
等
に
幅
広
い
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、銅
の
価
格
が
上
昇
す
る
と
、銅
を
使
用
す
る
最
終
製
品

の
製
造
コ
ス
ト
も
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
、九
州
の
電
子
機
器

メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
産
業
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、穀
物
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、大
豆
価
格
も
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、大
豆
価
格
の
値
上
が
り
は
、味
噌
・
醤
油
・

納
豆
・
豆
腐
等
の
日
本
の
伝
統
的
な
食
材
の
製
造
コ
ス
ト
の

上
昇
に
つ
な
が
り
、ま
た
、大
豆
を
家
畜
の
飼
料
に
使
用
し

て
い
る
畜
産
農
家
の
経
営
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
側
面
を
考
慮
す
る
と
、海
外
で
起
き
て
い
る
原

油
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、銅
等
の
鉱
物
資
源
、大
豆
・
小
麦
等
の

穀
物
価
格
の
上
昇
は
、ま
ず
、製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
と
い
う

形
で
国
内
の
製
造
業
の
経
営
に
影
響
を
与
え
、最
終
的
に

は
、消
費
者
物
価
への
上
昇
圧
力
の
形
で
我
々
日
本
国
民
の

生
活
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
為
、動
向
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
前
述
の
と
お
り
、海
外
発
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
背
景
に
、

我
が
国
で
も
川
上
の
物
価
指
標
で
あ
る
企
業
物
価
は
上
昇

し
て
い
ま
す
。F
F
G
が
本
年
3
月
に
独
自
に
実
施
し
た

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）で
も
仕
入
価
格

B
S
I
は
全
産
業
で
上
昇
し
、特
に
、製
造
業
に
お
け
る
上

昇
幅
が
大
き
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す（
図
７
）。

　
一方
、販
売
価
格
B
S
I
は
、販
売
競
争
の
激
化
や
東
日

本
大
震
災
発
生
に
よ
る
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ

り
、先
々
低
下
が
継
続
す
る
と
の
予
想
が
大
半
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
詳
細
は
小
報
2
0
1
1
年
5
月
号
を
ご
参
照
下

さ
い
。）

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、企
業
の
経
営
環
境
を
物
価
動
向
の

側
面
か
ら
見
た
場
合
、川
上（
仕
入
サ
イ
ド
）の
イ
ン
フ
レ
圧

力
と
、川
下（
販
売
サ
イ
ド
）の
デ
フ
レ
圧
力
を
同
時
に
受

け
、十
分
な
マ
ー
ジ
ン
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
厳
し
い

状
況
が
窺
え
ま
す
。

　
新
興
国
等
の
海
外
に
販
路
を
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

や
、高
付
加
価
値
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
な一部

の
企
業
は
、仕
入
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、そ
う
で
は
な
い
大
半
の
国
内
企
業

は
、経
費
削
減
等
で
耐
え
し
の
ぐ
他
な
い
状
況
で
す
。

　
内
閣
府
が
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
消
費
動

向
調
査
に
お
け
る一般
世
帯
の
物
価
動
向
の
見
方（
今
後
1

年
）は
、東
日
本
大
震
災
発
生
の
前
後
で
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、11
年
２
月
調
査
で
は
、物
価
水
準
は「
変

わ
ら
な
い
」、ま
た
は
、「
２
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す（
図
８
）。な
お
、九
州
・
沖
縄
で
は
、

物
価
の
見
通
し
は「
変
わ
ら
な
い
」と
い
う
回
答
割
合
が
最

も
多
く
、九
州
地
域
で
は
イ
ン
フ
レ
への
懸
念
は
も
と
も
と

低
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
分
か
り
ま
す
。

 

　
し
か
し
、大
震
災
が
発
生
し
た
11
年
３
月
調
査
で
は
、

「
２
％
以
上
５
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
分
布
が
最
大

と
な
り
ま
し
た（
図
９
）。特
に
、震
災
の
影
響
が
甚
大
で

あ
っ
た
東
北
地
方
を
含
む「
北
海
道
・
東
北
」で
そ
の
回
答

比
率
が
全
国
と
比
較
し
て
も
高
く
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、震
災
に
よ
る
自
粛
ム
ー
ド
や
消
費

の
低
迷
を
背
景
と
す
る
デ
フ
レ
圧
力
よ
り
も
、物
資
の
不

足
・
供
給
不
足
に
起
因
す
る
物
価
上
昇
圧
力
の
方
が
、懸
念

材
料
と
し
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
レ
ビ
ュ
ー
を
踏
ま
え
、今
後
の
物
価
動
向
を

展
望
す
る
に
あ
た
り
、「
デ
フ
レ
材
料
」「
イ
ン
フ
レ
材
料
」「
東

日
本
大
震
災
の
影
響
」と
い
う
３
つ
の
観
点
で
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、「
デ
フ
レ
材
料
」の
観
点
で
は
、国
内
需
要
の
弱
さ

が
、留
意
す
べ
き
点
だ
と
い
え
ま
す
。内
需
低
迷
を
背
景
に
、

様
々
な
業
種
で
価
格
引
下
げ
の
圧
力
は
存
在
し
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
価
の
影
響
を
受
け
に
く
い

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、「
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
」が

対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
圏
で
推
移
す
る
等
、依
然
デ
フ
レ
圧
力

が
根
強
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す（
図
10
）。日
本
経
済
は
、
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08
年
秋
口
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
を
経
て
、よ
う
や
く
最
悪
期

を
脱
し
つつ
あ
り
ま
し
た
が
、本
年
3
月
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
こ
と
で
、再
び
、企
業
と
家
計
の
マ
イ
ン
ド
は
大

き
く
悪
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、震
災
に
よ

る
影
響
も
含
め
て
、国
内
需
要
の
動
向
が
一つ
の
大
き
な
注

目
材
料
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
、「
イ
ン
フ
レ
」材
料
の
観
点
で
は
、海
外
発
の
イ
ン
フ

レ
圧
力
、つ
ま
り
、新
興
国
を
中
心
と
し
た
海
外
需
要
の
高

ま
り
と
、こ
れ
に
伴
う
資
源
価
格
の
上
昇
の
動
き
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
通
り
、国
際
商
品
市
場
で

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、素
材
、農
産
物
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
資
源
イ
ン
フ
レ
が
起
き

て
い
る
要
因
と
し
て
、一部
先
進
国（
日
本
・
米
国
等
）に
よ
る

金
融
緩
和
の
継
続

も
背
景
に
あ
る
こ

と
を
付
け
加
え
て

お
き
ま
す（
図
11
）。

08
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
政
策

対
応
と
し
て
各
国

で
実
施
さ
れ
た
大

規
模
な
金
融
緩
和

は
、皮
肉
に
も
、そ

の
後
の
資
源
イ
ン
フ

レ
を
引
き
起
こ
す

原
因
の
一つ
に
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、海
外
発
の

イ
ン
フ
レ
圧
力
に
関

し
て
は
、円
相
場
の
動
向
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。国
際
商

品
市
場
で
は
原
油
等
の
各
種
商
品
は
通
常
外
貨
建
て
で
取

引
さ
れ
ま
す
が
、日
本
国
内
で
は
、外
貨
建
て
の
商
品
価
格

に
加
え
て
、円
相
場
の
動
向
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。因
み
に
、外
国
為
替
市
場
は
、国
内
外
の
様
々
な
要
因

（
主
要
国
の
金
融
政
策
、国
際
収
支
、財
政
状
況
、長
期
の

経
済
成
長
力
等
）で
変
動
し
ま
す
が
、10
年
後
半
以
降
は

欧
州
債
務
問
題
の
悪
化
や
米
国
の
追
加
の
金
融
緩
和
政
策

等
を
背
景
に
円
相
場
は
1
ド
ル
＝
80
円
台
前
半
の
水
準
で

円
高
基
調
が
続
い
て
い
ま
す（
図
12
）。但
し
、今
後
将
来
の

よ
り
長
い
時
間
軸
で
は
、財
政
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
の
構
造
問
題
等
に
よ
り
、円
高
基
調
が
こ
の
ま
ま
続
い
て

い
く
か
、円
相
場
の
中
長
期
的
な
動
向
も
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
影
響
」の
観
点
か
ら
、今
後

の
物
価
動
向
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

　
ま
ず
、東
日
本
大
震
災
は
、国
内
の
需
要
と
供
給
の
両
面

で
、様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、需
要
面

で
は
、自
粛
ム
ー
ド
の
浸
透
や
消
費
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ
り

消
費
需
要
が
大
幅
に
落
ち
込
む一方
で
、生
活
物
資
の
不
足

への
懸
念
か
ら一部
の
品
目（
乾
電
池
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

等
）で
買
い
占
め
が
起
こ
る
と
い
う
両
極
端
の
現
象
が
見
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、供
給
面
で
は
、東
北
・
関
東
の
工
場
の
被

災
を
受
け
サ
プ
ラ
イ
チ
ェー
ン
に
関
連
す
る
企
業
の
操
業
停

止
・
減
産
に
よ
る
供
給
力
不
足
が
問
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
今
夏
は
電
力
不
足
の
問
題
が
懸
念
材
料
で
は
あ
り
ま
す

が
、今
後
、生
産
体
制
の
復
旧
の
進
展
が
予
想
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、復
興
需
要
への
期
待
か
ら
、極
端
な
デ
フ
レ
や
悪
性

の
イ
ン
フ
レ
と
いっ
た
物
価
に
関
す
る
リ
ス
ク
・シ
ナ
リ
オ
は

後
退
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
田
中
　
義
一）

企業経営における
物価動向の影響

～インフレとデフレの観点から今後のポイントを探る～

は
じ
め
に

九
州
、全
国
と
も
デ
フ
レ
は
終
息
の
方
向
へ

消
費
者
物
価
の
動
向

素
材
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、穀
物
等
幅
広
く
上
昇

国
際
商
品
市
場
の
動
向

海
外
発
イ
ン
フ
レ
圧
力
の
存
在

企
業
物
価
お
よ
び
海
外
物
価
の
動
向

仕
入
コ
ス
ト
上
昇
の
中
、販
売
価
格
は
上
が
ら
ず

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）よ
り

消
費
動
向
調
査（
内
閣
府
）よ
り

東
日
本
大
震
災
後
の
物
価
の
見
通
し

デ
フ
レ
と
イ
ン
フ
レ
、そ
し
て
震
災
の
影
響
が
焦
点

今
後
の
ポ
イ
ン
ト

【補足】仕入価格BSIおよび販売価格BSIの数値は、企業へのアンケート調査で、各期について、
前年同期と比較して、仕入価格および販売価格の各々について、「上昇」と答えた企業割合から、
「低下」と答えた企業割合を差し引いたものです。

2001年
（出所：Bloomberg、2001年1月～2011年4月）

図11　主要国・地域の政策金利の推移
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図10　国内企業物価指数及び企業向けサービス価格指数（前年比）
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図2　国内外主要国の物価上昇率（前年比）
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図4　原油価格（ＮＹ原油WTI先物）の推移
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図5　銅価格（LME3ヵ月先物）の推移
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図6　大豆価格（CBT大豆先物）の推移
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図7　仕入価格ＢＳＩおよび販売価格BSI（2011年3月調査）
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図8　消費動向調査－物価の見通し（2011年2月調査）
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図9　消費動向調査－物価の見通し（2011年3月調査）
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図12　円相場（米ドル・円）の推移
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図1　消費者物価指数の推移（前年比）
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産業調査

産業調査

　
昨
今
の
日
本
経
済
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

「
デ
フ
レ
」と
い
う
経
済
用
語
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、足
元
の
物
価
動
向
に
目
を
向
け
る
と
、新
た
な
変

化
の
兆
し
も
窺
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

九
州
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
消
費
者
物
価
の
下
落
幅
は
縮

小
傾
向
に
あ
り
、従
前
見
ら
れ
た
物
価
の
継
続
的
な
下
落

（
デ
フ
レ
）の
動
き
に
は
歯
止
め
が
掛
か
り
つつ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、物
資
の
輸
入
・
仕
入
〜
加
工
〜
販
売
と
い
う
一連
の
流

れ
に
お
い
て
、川
上
の
物
価
指
標
と
さ
れ
る
国
内
企
業
物
価

指
数
や
海
外
主
要
国
の
物
価
指
標
は
、上
昇
ペ
ー
ス
が
加
速

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、我
々
に
と
って
身
近
な
消
費
者
物
価
は
も
と
よ

り
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
企
業
物
価
や
海
外
物

価
の
動
き
も
確
認
し
な
が
ら
、今
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
も
考
慮
し
、昨
今
の
物
価
動
向
の
背
景

と
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。ま
た
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
F
F
G
）が
独
自
に
実
施
し
た
B
S
I

（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）の
調
査
結
果
を
基
に
、企
業

経
営
への
影
響
等
に
つい
て
も
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　　
総
務
省
が
公
表
し
た
３
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、福

岡
市
は
前
年
同
月
比
▲
0
・
5
％
、熊
本
市
は
同
▲
0
・

4
％
、長
崎
市
は
同
▲
0
・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、全

国
で
は
前
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
図
１
）。

　
２
月
は
福
岡
市
の
物
価
上
昇
率
が
前
年
比
プ
ラ
ス
で
し

た
が
、３
月
は
九
州
の
主
要
都
市
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
等
、食
料
品
価
格
の
変
動
等
種
々
の
要
因
に
よ
り
各
地

域
お
よ
び
調
査
月
ご
と
に
多
少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す

が
、総
じ
て
、2
0
0
8
年
後
半
以
降
続
い
た
消
費
者
物
価

の
下
落
傾
向（
デ
フ
レ
）は
、足
元
終
息
の
方
向
に
向
か
いつつ

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、後
述
の
企
業
物
価
や
海
外
物
価
動
向
と
は
異

な
り
、国
内
の
消
費
者
物
価
は
依
然
低
位
で
推
移
し
て
お

り
、足
元
イ
ン
フ
レ
を
懸
念
す
る
水
準
に
は
程
遠
い
の
が
現

状
で
す
。

　

　
次
に
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
川
上
の
物
価
指

標
と
し
て
、企
業
物
価
指
数
、更
に
、海
外
物
価
の
動
向
に
つ

い
て
確
認
し
ま
す（
図
２
）。

　
ま
ず
、企
業
間
で
取
引
さ
れ
る
工
業
製
品
・
農
林
水
産

物
・
鉱
産
物
等
の
財
の
価
格
動
向
を
示
す
国
内
企
業
物
価

指
数（
11
年
3
月
、日
銀
）は
前
年
比
＋
2
・
0
％
の
上
昇
と

な
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
直
後
の
08
年
11
月
以
来
の
高
い
水

準
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、海
外
主
要
国
の
物
価
動
向（
消
費
者
物
価
、11
年

3
月
分
）は
、米
国
が
前
年
同
月
比
＋
2
・
7
％
、ユ
ー
ロ
圏

が
同
＋
2
・
7
％
、中
国
が
同
＋
5
・
4
％
に
上
昇
す
る
等
、

新
興
国
を
中
心
に
海
外
で
は
イ
ン
フ
レ
の
兆
候
が
強
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
訳
を
工
業
製
品
別

に
見
る
と
、石
油
・
石
炭
製
品
は
前
年
比
＋
17
・
0
％
、鉄
鋼

は
同
＋
10
・
9
％
、非
鉄
金
属
は
同
9
・
8
％
と
大
幅
に
上
昇

し
て
お
り
、特
に
素
材
・エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
品
目
の
上
昇
が

著
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
３
）。

　
前
述
の
国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
、特
に
、素
材
・エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
品
目
が
上
昇
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、昨
今
の

国
際
商
品
市
場
に
お
け
る
、各
種
商
品（
原
油
、非
鉄
金
属
、

穀
物
等
）の
価
格
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。こ
こ
で
は
、国

際
商
品
市
場
の
代
表
的
な
品
目
と
し
て
、原
油
、銅
、大
豆

の
先
物
価
格
の
推
移
を
取
り
上
げ
ま
す（
図
４
〜
６
）。

　
例
え
ば
、国
際
原
油
市
場
の
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
Ｎ

Ｙ
原
油（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
）先
物
価
格
は
、08
年
12
月
は
1
バ
レ
ル
30

ド
ル
台
後
半
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
当
時
の
金
融

危
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
各
国
の
大
規
模
な

金
融
緩
和
や
新
興
国
の
い
ち
早
い
経
済
回
復
に
伴
う
需
要

増
加
等
を
背
景
に
、原
油
価
格
も
上
昇
に
転
じ
、本
年（
11

年
）3
月
に
は
1
バ
レ
ル
1
0
0
ド
ル
を
超
え
て
上
昇
を
続

け
る
等
、商
品
価
格
の
高
騰
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

 

　
こ
の
よ
う
に
、現
在
、国
際
商
品
市
場
で
起
き
て
い
る
各

種
商
品
価
格
の
上
昇
は
、資
源
・
食
料
の
輸
入
大
国
で
あ
る

我
が
国
日
本
の
経
済
・
物
価
に
対
し
、様
々
な
形
で
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、原
油
価
格
が
高
騰
す
る
と
、重
油
・
軽
油
・
灯

油
・ジ
ェッ
ト
燃
料
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
各
種
燃
料
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
・
化
学
繊
維
製
品
の
原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
等
の
価
格

も
上
昇
し
ま
す
。原
油
に
由
来
す
る
製
品
の
種
類
は
極
め

て
幅
広
く
、ま
た
、原
油
を
精
製
し
て
得
ら
れ
る
各
種
石
油

製
品
の
用
途
も
多
種
多
様
で
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、家

計
・
企
業
、あ
る
い
は
、製
造
業
・
非
製
造
業（
農
林
水
産
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
）の
区
別
を
問
わ
ず
、原
油
価
格
の
上
昇
は
、

経
済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、コ
ス
ト
増
加
の
圧
力
に
繋

が
り
ま
す
。

　
ま
た
、非
鉄
金
属
の一つ
で
あ
る
銅
は
、家
電
や
自
動
車
部

品
の
電
気
系
統
等
に
幅
広
い
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、銅
の
価
格
が
上
昇
す
る
と
、銅
を
使
用
す
る
最
終
製
品

の
製
造
コ
ス
ト
も
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
、九
州
の
電
子
機
器

メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
産
業
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、穀
物
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、大
豆
価
格
も
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、大
豆
価
格
の
値
上
が
り
は
、味
噌
・
醤
油
・

納
豆
・
豆
腐
等
の
日
本
の
伝
統
的
な
食
材
の
製
造
コ
ス
ト
の

上
昇
に
つ
な
が
り
、ま
た
、大
豆
を
家
畜
の
飼
料
に
使
用
し

て
い
る
畜
産
農
家
の
経
営
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
側
面
を
考
慮
す
る
と
、海
外
で
起
き
て
い
る
原

油
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、銅
等
の
鉱
物
資
源
、大
豆
・
小
麦
等
の

穀
物
価
格
の
上
昇
は
、ま
ず
、製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
と
い
う

形
で
国
内
の
製
造
業
の
経
営
に
影
響
を
与
え
、最
終
的
に

は
、消
費
者
物
価
への
上
昇
圧
力
の
形
で
我
々
日
本
国
民
の

生
活
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
為
、動
向
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
前
述
の
と
お
り
、海
外
発
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
背
景
に
、

我
が
国
で
も
川
上
の
物
価
指
標
で
あ
る
企
業
物
価
は
上
昇

し
て
い
ま
す
。F
F
G
が
本
年
3
月
に
独
自
に
実
施
し
た

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）で
も
仕
入
価
格

B
S
I
は
全
産
業
で
上
昇
し
、特
に
、製
造
業
に
お
け
る
上

昇
幅
が
大
き
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す（
図
７
）。

　
一方
、販
売
価
格
B
S
I
は
、販
売
競
争
の
激
化
や
東
日

本
大
震
災
発
生
に
よ
る
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ

り
、先
々
低
下
が
継
続
す
る
と
の
予
想
が
大
半
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
詳
細
は
小
報
2
0
1
1
年
5
月
号
を
ご
参
照
下

さ
い
。）

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、企
業
の
経
営
環
境
を
物
価
動
向
の

側
面
か
ら
見
た
場
合
、川
上（
仕
入
サ
イ
ド
）の
イ
ン
フ
レ
圧

力
と
、川
下（
販
売
サ
イ
ド
）の
デ
フ
レ
圧
力
を
同
時
に
受

け
、十
分
な
マ
ー
ジ
ン
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
厳
し
い

状
況
が
窺
え
ま
す
。

　
新
興
国
等
の
海
外
に
販
路
を
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

や
、高
付
加
価
値
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
な一部

の
企
業
は
、仕
入
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、そ
う
で
は
な
い
大
半
の
国
内
企
業

は
、経
費
削
減
等
で
耐
え
し
の
ぐ
他
な
い
状
況
で
す
。

　
内
閣
府
が
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
消
費
動

向
調
査
に
お
け
る一般
世
帯
の
物
価
動
向
の
見
方（
今
後
1

年
）は
、東
日
本
大
震
災
発
生
の
前
後
で
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、11
年
２
月
調
査
で
は
、物
価
水
準
は「
変

わ
ら
な
い
」、ま
た
は
、「
２
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す（
図
８
）。な
お
、九
州
・
沖
縄
で
は
、

物
価
の
見
通
し
は「
変
わ
ら
な
い
」と
い
う
回
答
割
合
が
最

も
多
く
、九
州
地
域
で
は
イ
ン
フ
レ
への
懸
念
は
も
と
も
と

低
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
分
か
り
ま
す
。

 

　
し
か
し
、大
震
災
が
発
生
し
た
11
年
３
月
調
査
で
は
、

「
２
％
以
上
５
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
分
布
が
最
大

と
な
り
ま
し
た（
図
９
）。特
に
、震
災
の
影
響
が
甚
大
で

あ
っ
た
東
北
地
方
を
含
む「
北
海
道
・
東
北
」で
そ
の
回
答

比
率
が
全
国
と
比
較
し
て
も
高
く
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、震
災
に
よ
る
自
粛
ム
ー
ド
や
消
費

の
低
迷
を
背
景
と
す
る
デ
フ
レ
圧
力
よ
り
も
、物
資
の
不

足
・
供
給
不
足
に
起
因
す
る
物
価
上
昇
圧
力
の
方
が
、懸
念

材
料
と
し
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
レ
ビ
ュ
ー
を
踏
ま
え
、今
後
の
物
価
動
向
を

展
望
す
る
に
あ
た
り
、「
デ
フ
レ
材
料
」「
イ
ン
フ
レ
材
料
」「
東

日
本
大
震
災
の
影
響
」と
い
う
３
つ
の
観
点
で
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、「
デ
フ
レ
材
料
」の
観
点
で
は
、国
内
需
要
の
弱
さ

が
、留
意
す
べ
き
点
だ
と
い
え
ま
す
。内
需
低
迷
を
背
景
に
、

様
々
な
業
種
で
価
格
引
下
げ
の
圧
力
は
存
在
し
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
価
の
影
響
を
受
け
に
く
い

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、「
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
」が

対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
圏
で
推
移
す
る
等
、依
然
デ
フ
レ
圧
力

が
根
強
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す（
図
10
）。日
本
経
済
は
、

産業調査 産業調査産業調査

08
年
秋
口
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
を
経
て
、よ
う
や
く
最
悪
期

を
脱
し
つつ
あ
り
ま
し
た
が
、本
年
3
月
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
こ
と
で
、再
び
、企
業
と
家
計
の
マ
イ
ン
ド
は
大

き
く
悪
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、震
災
に
よ

る
影
響
も
含
め
て
、国
内
需
要
の
動
向
が
一つ
の
大
き
な
注

目
材
料
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
、「
イ
ン
フ
レ
」材
料
の
観
点
で
は
、海
外
発
の
イ
ン
フ

レ
圧
力
、つ
ま
り
、新
興
国
を
中
心
と
し
た
海
外
需
要
の
高

ま
り
と
、こ
れ
に
伴
う
資
源
価
格
の
上
昇
の
動
き
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
通
り
、国
際
商
品
市
場
で

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、素
材
、農
産
物
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
資
源
イ
ン
フ
レ
が
起
き

て
い
る
要
因
と
し
て
、一部
先
進
国（
日
本
・
米
国
等
）に
よ
る

金
融
緩
和
の
継
続

も
背
景
に
あ
る
こ

と
を
付
け
加
え
て

お
き
ま
す（
図
11
）。

08
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
政
策

対
応
と
し
て
各
国

で
実
施
さ
れ
た
大

規
模
な
金
融
緩
和

は
、皮
肉
に
も
、そ

の
後
の
資
源
イ
ン
フ

レ
を
引
き
起
こ
す

原
因
の
一つ
に
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、海
外
発
の

イ
ン
フ
レ
圧
力
に
関

し
て
は
、円
相
場
の
動
向
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。国
際
商

品
市
場
で
は
原
油
等
の
各
種
商
品
は
通
常
外
貨
建
て
で
取

引
さ
れ
ま
す
が
、日
本
国
内
で
は
、外
貨
建
て
の
商
品
価
格

に
加
え
て
、円
相
場
の
動
向
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。因
み
に
、外
国
為
替
市
場
は
、国
内
外
の
様
々
な
要
因

（
主
要
国
の
金
融
政
策
、国
際
収
支
、財
政
状
況
、長
期
の

経
済
成
長
力
等
）で
変
動
し
ま
す
が
、10
年
後
半
以
降
は

欧
州
債
務
問
題
の
悪
化
や
米
国
の
追
加
の
金
融
緩
和
政
策

等
を
背
景
に
円
相
場
は
1
ド
ル
＝
80
円
台
前
半
の
水
準
で

円
高
基
調
が
続
い
て
い
ま
す（
図
12
）。但
し
、今
後
将
来
の

よ
り
長
い
時
間
軸
で
は
、財
政
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
の
構
造
問
題
等
に
よ
り
、円
高
基
調
が
こ
の
ま
ま
続
い
て

い
く
か
、円
相
場
の
中
長
期
的
な
動
向
も
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
影
響
」の
観
点
か
ら
、今
後

の
物
価
動
向
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

　
ま
ず
、東
日
本
大
震
災
は
、国
内
の
需
要
と
供
給
の
両
面

で
、様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、需
要
面

で
は
、自
粛
ム
ー
ド
の
浸
透
や
消
費
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ
り

消
費
需
要
が
大
幅
に
落
ち
込
む一方
で
、生
活
物
資
の
不
足

への
懸
念
か
ら一部
の
品
目（
乾
電
池
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

等
）で
買
い
占
め
が
起
こ
る
と
い
う
両
極
端
の
現
象
が
見
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、供
給
面
で
は
、東
北
・
関
東
の
工
場
の
被

災
を
受
け
サ
プ
ラ
イ
チ
ェー
ン
に
関
連
す
る
企
業
の
操
業
停

止
・
減
産
に
よ
る
供
給
力
不
足
が
問
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
今
夏
は
電
力
不
足
の
問
題
が
懸
念
材
料
で
は
あ
り
ま
す

が
、今
後
、生
産
体
制
の
復
旧
の
進
展
が
予
想
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、復
興
需
要
への
期
待
か
ら
、極
端
な
デ
フ
レ
や
悪
性

の
イ
ン
フ
レ
と
いっ
た
物
価
に
関
す
る
リ
ス
ク
・シ
ナ
リ
オ
は

後
退
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
田
中
　
義
一）

企業経営における
物価動向の影響

～インフレとデフレの観点から今後のポイントを探る～

は
じ
め
に

九
州
、全
国
と
も
デ
フ
レ
は
終
息
の
方
向
へ

消
費
者
物
価
の
動
向

素
材
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、穀
物
等
幅
広
く
上
昇

国
際
商
品
市
場
の
動
向

海
外
発
イ
ン
フ
レ
圧
力
の
存
在

企
業
物
価
お
よ
び
海
外
物
価
の
動
向

仕
入
コ
ス
ト
上
昇
の
中
、販
売
価
格
は
上
が
ら
ず

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）よ
り

消
費
動
向
調
査（
内
閣
府
）よ
り

東
日
本
大
震
災
後
の
物
価
の
見
通
し

デ
フ
レ
と
イ
ン
フ
レ
、そ
し
て
震
災
の
影
響
が
焦
点

今
後
の
ポ
イ
ン
ト

【補足】仕入価格BSIおよび販売価格BSIの数値は、企業へのアンケート調査で、各期について、
前年同期と比較して、仕入価格および販売価格の各々について、「上昇」と答えた企業割合から、
「低下」と答えた企業割合を差し引いたものです。

2001年
（出所：Bloomberg、2001年1月～2011年4月）

図11　主要国・地域の政策金利の推移
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図10　国内企業物価指数及び企業向けサービス価格指数（前年比）
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図2　国内外主要国の物価上昇率（前年比）

2009年2月 2009年7月 2009年12月 2010年5月 20010年10月 2011年3月

（出所：日本銀行）

（出所：Bloomberg）

図4　原油価格（ＮＹ原油WTI先物）の推移
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図5　銅価格（LME3ヵ月先物）の推移
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図6　大豆価格（CBT大豆先物）の推移
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図7　仕入価格ＢＳＩおよび販売価格BSI（2011年3月調査）
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図8　消費動向調査－物価の見通し（2011年2月調査）
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図9　消費動向調査－物価の見通し（2011年3月調査）

▲10％
以上

▲10％
未満
～
▲5％
以上

35

30

25

20

15

10

5

0
▲5％
未満
～
▲2％
以上

2％
以上
～
5％
未満

5％
以上
～
10％
未満

10％
以上

▲2％
未満～

～2％
未満

ない

0％

全国（2011年3月）

北海道・東北（2011年3月）

九州・沖縄（2011年3月）

（出所：Bloomberg）

図12　円相場（米ドル・円）の推移
120

110

100

90

80

70

（1米ドル＝円）

2008年10月 2009年4月 2009年10月 2010年4月 2010年10月 2011年4月

2008年
3月

（出所：総務省）

図1　消費者物価指数の推移（前年比）
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産業調査

産業調査

　
昨
今
の
日
本
経
済
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

「
デ
フ
レ
」と
い
う
経
済
用
語
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、足
元
の
物
価
動
向
に
目
を
向
け
る
と
、新
た
な
変

化
の
兆
し
も
窺
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

九
州
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
消
費
者
物
価
の
下
落
幅
は
縮

小
傾
向
に
あ
り
、従
前
見
ら
れ
た
物
価
の
継
続
的
な
下
落

（
デ
フ
レ
）の
動
き
に
は
歯
止
め
が
掛
か
り
つつ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、物
資
の
輸
入
・
仕
入
〜
加
工
〜
販
売
と
い
う
一連
の
流

れ
に
お
い
て
、川
上
の
物
価
指
標
と
さ
れ
る
国
内
企
業
物
価

指
数
や
海
外
主
要
国
の
物
価
指
標
は
、上
昇
ペ
ー
ス
が
加
速

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、我
々
に
と
って
身
近
な
消
費
者
物
価
は
も
と
よ

り
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
企
業
物
価
や
海
外
物

価
の
動
き
も
確
認
し
な
が
ら
、今
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
も
考
慮
し
、昨
今
の
物
価
動
向
の
背
景

と
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。ま
た
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
F
F
G
）が
独
自
に
実
施
し
た
B
S
I

（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）の
調
査
結
果
を
基
に
、企
業

経
営
への
影
響
等
に
つい
て
も
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　　
総
務
省
が
公
表
し
た
３
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、福

岡
市
は
前
年
同
月
比
▲
0
・
5
％
、熊
本
市
は
同
▲
0
・

4
％
、長
崎
市
は
同
▲
0
・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、全

国
で
は
前
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
図
１
）。

　
２
月
は
福
岡
市
の
物
価
上
昇
率
が
前
年
比
プ
ラ
ス
で
し

た
が
、３
月
は
九
州
の
主
要
都
市
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
等
、食
料
品
価
格
の
変
動
等
種
々
の
要
因
に
よ
り
各
地

域
お
よ
び
調
査
月
ご
と
に
多
少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す

が
、総
じ
て
、2
0
0
8
年
後
半
以
降
続
い
た
消
費
者
物
価

の
下
落
傾
向（
デ
フ
レ
）は
、足
元
終
息
の
方
向
に
向
か
いつつ

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、後
述
の
企
業
物
価
や
海
外
物
価
動
向
と
は
異

な
り
、国
内
の
消
費
者
物
価
は
依
然
低
位
で
推
移
し
て
お

り
、足
元
イ
ン
フ
レ
を
懸
念
す
る
水
準
に
は
程
遠
い
の
が
現

状
で
す
。

　

　
次
に
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
川
上
の
物
価
指

標
と
し
て
、企
業
物
価
指
数
、更
に
、海
外
物
価
の
動
向
に
つ

い
て
確
認
し
ま
す（
図
２
）。

　
ま
ず
、企
業
間
で
取
引
さ
れ
る
工
業
製
品
・
農
林
水
産

物
・
鉱
産
物
等
の
財
の
価
格
動
向
を
示
す
国
内
企
業
物
価

指
数（
11
年
3
月
、日
銀
）は
前
年
比
＋
2
・
0
％
の
上
昇
と

な
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
直
後
の
08
年
11
月
以
来
の
高
い
水

準
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、海
外
主
要
国
の
物
価
動
向（
消
費
者
物
価
、11
年

3
月
分
）は
、米
国
が
前
年
同
月
比
＋
2
・
7
％
、ユ
ー
ロ
圏

が
同
＋
2
・
7
％
、中
国
が
同
＋
5
・
4
％
に
上
昇
す
る
等
、

新
興
国
を
中
心
に
海
外
で
は
イ
ン
フ
レ
の
兆
候
が
強
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
訳
を
工
業
製
品
別

に
見
る
と
、石
油
・
石
炭
製
品
は
前
年
比
＋
17
・
0
％
、鉄
鋼

は
同
＋
10
・
9
％
、非
鉄
金
属
は
同
9
・
8
％
と
大
幅
に
上
昇

し
て
お
り
、特
に
素
材
・エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
品
目
の
上
昇
が

著
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
３
）。

　
前
述
の
国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
、特
に
、素
材
・エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
品
目
が
上
昇
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、昨
今
の

国
際
商
品
市
場
に
お
け
る
、各
種
商
品（
原
油
、非
鉄
金
属
、

穀
物
等
）の
価
格
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。こ
こ
で
は
、国

際
商
品
市
場
の
代
表
的
な
品
目
と
し
て
、原
油
、銅
、大
豆

の
先
物
価
格
の
推
移
を
取
り
上
げ
ま
す（
図
４
〜
６
）。

　
例
え
ば
、国
際
原
油
市
場
の
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
Ｎ

Ｙ
原
油（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
）先
物
価
格
は
、08
年
12
月
は
1
バ
レ
ル
30

ド
ル
台
後
半
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
当
時
の
金
融

危
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
各
国
の
大
規
模
な

金
融
緩
和
や
新
興
国
の
い
ち
早
い
経
済
回
復
に
伴
う
需
要

増
加
等
を
背
景
に
、原
油
価
格
も
上
昇
に
転
じ
、本
年（
11

年
）3
月
に
は
1
バ
レ
ル
1
0
0
ド
ル
を
超
え
て
上
昇
を
続

け
る
等
、商
品
価
格
の
高
騰
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

 

　
こ
の
よ
う
に
、現
在
、国
際
商
品
市
場
で
起
き
て
い
る
各

種
商
品
価
格
の
上
昇
は
、資
源
・
食
料
の
輸
入
大
国
で
あ
る

我
が
国
日
本
の
経
済
・
物
価
に
対
し
、様
々
な
形
で
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、原
油
価
格
が
高
騰
す
る
と
、重
油
・
軽
油
・
灯

油
・ジ
ェッ
ト
燃
料
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
各
種
燃
料
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
・
化
学
繊
維
製
品
の
原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
等
の
価
格

も
上
昇
し
ま
す
。原
油
に
由
来
す
る
製
品
の
種
類
は
極
め

て
幅
広
く
、ま
た
、原
油
を
精
製
し
て
得
ら
れ
る
各
種
石
油

製
品
の
用
途
も
多
種
多
様
で
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、家

計
・
企
業
、あ
る
い
は
、製
造
業
・
非
製
造
業（
農
林
水
産
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
）の
区
別
を
問
わ
ず
、原
油
価
格
の
上
昇
は
、

経
済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、コ
ス
ト
増
加
の
圧
力
に
繋

が
り
ま
す
。

　
ま
た
、非
鉄
金
属
の一つ
で
あ
る
銅
は
、家
電
や
自
動
車
部

品
の
電
気
系
統
等
に
幅
広
い
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、銅
の
価
格
が
上
昇
す
る
と
、銅
を
使
用
す
る
最
終
製
品

の
製
造
コ
ス
ト
も
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
、九
州
の
電
子
機
器

メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
産
業
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、穀
物
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、大
豆
価
格
も
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、大
豆
価
格
の
値
上
が
り
は
、味
噌
・
醤
油
・

納
豆
・
豆
腐
等
の
日
本
の
伝
統
的
な
食
材
の
製
造
コ
ス
ト
の

上
昇
に
つ
な
が
り
、ま
た
、大
豆
を
家
畜
の
飼
料
に
使
用
し

て
い
る
畜
産
農
家
の
経
営
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
側
面
を
考
慮
す
る
と
、海
外
で
起
き
て
い
る
原

油
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、銅
等
の
鉱
物
資
源
、大
豆
・
小
麦
等
の

穀
物
価
格
の
上
昇
は
、ま
ず
、製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
と
い
う

形
で
国
内
の
製
造
業
の
経
営
に
影
響
を
与
え
、最
終
的
に

は
、消
費
者
物
価
への
上
昇
圧
力
の
形
で
我
々
日
本
国
民
の

生
活
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
為
、動
向
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
前
述
の
と
お
り
、海
外
発
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
背
景
に
、

我
が
国
で
も
川
上
の
物
価
指
標
で
あ
る
企
業
物
価
は
上
昇

し
て
い
ま
す
。F
F
G
が
本
年
3
月
に
独
自
に
実
施
し
た

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）で
も
仕
入
価
格

B
S
I
は
全
産
業
で
上
昇
し
、特
に
、製
造
業
に
お
け
る
上

昇
幅
が
大
き
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す（
図
７
）。

　
一方
、販
売
価
格
B
S
I
は
、販
売
競
争
の
激
化
や
東
日

本
大
震
災
発
生
に
よ
る
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ

り
、先
々
低
下
が
継
続
す
る
と
の
予
想
が
大
半
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
詳
細
は
小
報
2
0
1
1
年
5
月
号
を
ご
参
照
下

さ
い
。）

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、企
業
の
経
営
環
境
を
物
価
動
向
の

側
面
か
ら
見
た
場
合
、川
上（
仕
入
サ
イ
ド
）の
イ
ン
フ
レ
圧

力
と
、川
下（
販
売
サ
イ
ド
）の
デ
フ
レ
圧
力
を
同
時
に
受

け
、十
分
な
マ
ー
ジ
ン
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
厳
し
い

状
況
が
窺
え
ま
す
。

　
新
興
国
等
の
海
外
に
販
路
を
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

や
、高
付
加
価
値
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
な一部

の
企
業
は
、仕
入
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、そ
う
で
は
な
い
大
半
の
国
内
企
業

は
、経
費
削
減
等
で
耐
え
し
の
ぐ
他
な
い
状
況
で
す
。

　
内
閣
府
が
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
消
費
動

向
調
査
に
お
け
る一般
世
帯
の
物
価
動
向
の
見
方（
今
後
1

年
）は
、東
日
本
大
震
災
発
生
の
前
後
で
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、11
年
２
月
調
査
で
は
、物
価
水
準
は「
変

わ
ら
な
い
」、ま
た
は
、「
２
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す（
図
８
）。な
お
、九
州
・
沖
縄
で
は
、

物
価
の
見
通
し
は「
変
わ
ら
な
い
」と
い
う
回
答
割
合
が
最

も
多
く
、九
州
地
域
で
は
イ
ン
フ
レ
への
懸
念
は
も
と
も
と

低
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
分
か
り
ま
す
。

 

　
し
か
し
、大
震
災
が
発
生
し
た
11
年
３
月
調
査
で
は
、

「
２
％
以
上
５
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
分
布
が
最
大

と
な
り
ま
し
た（
図
９
）。特
に
、震
災
の
影
響
が
甚
大
で

あ
っ
た
東
北
地
方
を
含
む「
北
海
道
・
東
北
」で
そ
の
回
答

比
率
が
全
国
と
比
較
し
て
も
高
く
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、震
災
に
よ
る
自
粛
ム
ー
ド
や
消
費

の
低
迷
を
背
景
と
す
る
デ
フ
レ
圧
力
よ
り
も
、物
資
の
不

足
・
供
給
不
足
に
起
因
す
る
物
価
上
昇
圧
力
の
方
が
、懸
念

材
料
と
し
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
レ
ビ
ュ
ー
を
踏
ま
え
、今
後
の
物
価
動
向
を

展
望
す
る
に
あ
た
り
、「
デ
フ
レ
材
料
」「
イ
ン
フ
レ
材
料
」「
東

日
本
大
震
災
の
影
響
」と
い
う
３
つ
の
観
点
で
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、「
デ
フ
レ
材
料
」の
観
点
で
は
、国
内
需
要
の
弱
さ

が
、留
意
す
べ
き
点
だ
と
い
え
ま
す
。内
需
低
迷
を
背
景
に
、

様
々
な
業
種
で
価
格
引
下
げ
の
圧
力
は
存
在
し
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
価
の
影
響
を
受
け
に
く
い

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、「
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
」が

対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
圏
で
推
移
す
る
等
、依
然
デ
フ
レ
圧
力

が
根
強
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す（
図
10
）。日
本
経
済
は
、
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08
年
秋
口
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
を
経
て
、よ
う
や
く
最
悪
期

を
脱
し
つつ
あ
り
ま
し
た
が
、本
年
3
月
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
こ
と
で
、再
び
、企
業
と
家
計
の
マ
イ
ン
ド
は
大

き
く
悪
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、震
災
に
よ

る
影
響
も
含
め
て
、国
内
需
要
の
動
向
が
一つ
の
大
き
な
注

目
材
料
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
、「
イ
ン
フ
レ
」材
料
の
観
点
で
は
、海
外
発
の
イ
ン
フ

レ
圧
力
、つ
ま
り
、新
興
国
を
中
心
と
し
た
海
外
需
要
の
高

ま
り
と
、こ
れ
に
伴
う
資
源
価
格
の
上
昇
の
動
き
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
通
り
、国
際
商
品
市
場
で

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、素
材
、農
産
物
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
資
源
イ
ン
フ
レ
が
起
き

て
い
る
要
因
と
し
て
、一部
先
進
国（
日
本
・
米
国
等
）に
よ
る

金
融
緩
和
の
継
続

も
背
景
に
あ
る
こ

と
を
付
け
加
え
て

お
き
ま
す（
図
11
）。

08
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
政
策

対
応
と
し
て
各
国

で
実
施
さ
れ
た
大

規
模
な
金
融
緩
和

は
、皮
肉
に
も
、そ

の
後
の
資
源
イ
ン
フ

レ
を
引
き
起
こ
す

原
因
の
一つ
に
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、海
外
発
の

イ
ン
フ
レ
圧
力
に
関

し
て
は
、円
相
場
の
動
向
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。国
際
商

品
市
場
で
は
原
油
等
の
各
種
商
品
は
通
常
外
貨
建
て
で
取

引
さ
れ
ま
す
が
、日
本
国
内
で
は
、外
貨
建
て
の
商
品
価
格

に
加
え
て
、円
相
場
の
動
向
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。因
み
に
、外
国
為
替
市
場
は
、国
内
外
の
様
々
な
要
因

（
主
要
国
の
金
融
政
策
、国
際
収
支
、財
政
状
況
、長
期
の

経
済
成
長
力
等
）で
変
動
し
ま
す
が
、10
年
後
半
以
降
は

欧
州
債
務
問
題
の
悪
化
や
米
国
の
追
加
の
金
融
緩
和
政
策

等
を
背
景
に
円
相
場
は
1
ド
ル
＝
80
円
台
前
半
の
水
準
で

円
高
基
調
が
続
い
て
い
ま
す（
図
12
）。但
し
、今
後
将
来
の

よ
り
長
い
時
間
軸
で
は
、財
政
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
の
構
造
問
題
等
に
よ
り
、円
高
基
調
が
こ
の
ま
ま
続
い
て

い
く
か
、円
相
場
の
中
長
期
的
な
動
向
も
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
影
響
」の
観
点
か
ら
、今
後

の
物
価
動
向
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

　
ま
ず
、東
日
本
大
震
災
は
、国
内
の
需
要
と
供
給
の
両
面

で
、様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、需
要
面

で
は
、自
粛
ム
ー
ド
の
浸
透
や
消
費
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ
り

消
費
需
要
が
大
幅
に
落
ち
込
む一方
で
、生
活
物
資
の
不
足

への
懸
念
か
ら一部
の
品
目（
乾
電
池
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

等
）で
買
い
占
め
が
起
こ
る
と
い
う
両
極
端
の
現
象
が
見
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、供
給
面
で
は
、東
北
・
関
東
の
工
場
の
被

災
を
受
け
サ
プ
ラ
イ
チ
ェー
ン
に
関
連
す
る
企
業
の
操
業
停

止
・
減
産
に
よ
る
供
給
力
不
足
が
問
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
今
夏
は
電
力
不
足
の
問
題
が
懸
念
材
料
で
は
あ
り
ま
す

が
、今
後
、生
産
体
制
の
復
旧
の
進
展
が
予
想
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、復
興
需
要
への
期
待
か
ら
、極
端
な
デ
フ
レ
や
悪
性

の
イ
ン
フ
レ
と
いっ
た
物
価
に
関
す
る
リ
ス
ク
・シ
ナ
リ
オ
は

後
退
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
田
中
　
義
一）

企業経営における
物価動向の影響

～インフレとデフレの観点から今後のポイントを探る～

は
じ
め
に

九
州
、全
国
と
も
デ
フ
レ
は
終
息
の
方
向
へ

消
費
者
物
価
の
動
向

素
材
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、穀
物
等
幅
広
く
上
昇

国
際
商
品
市
場
の
動
向

海
外
発
イ
ン
フ
レ
圧
力
の
存
在

企
業
物
価
お
よ
び
海
外
物
価
の
動
向

仕
入
コ
ス
ト
上
昇
の
中
、販
売
価
格
は
上
が
ら
ず

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）よ
り

消
費
動
向
調
査（
内
閣
府
）よ
り

東
日
本
大
震
災
後
の
物
価
の
見
通
し

デ
フ
レ
と
イ
ン
フ
レ
、そ
し
て
震
災
の
影
響
が
焦
点

今
後
の
ポ
イ
ン
ト

【補足】仕入価格BSIおよび販売価格BSIの数値は、企業へのアンケート調査で、各期について、
前年同期と比較して、仕入価格および販売価格の各々について、「上昇」と答えた企業割合から、
「低下」と答えた企業割合を差し引いたものです。

2001年
（出所：Bloomberg、2001年1月～2011年4月）

図11　主要国・地域の政策金利の推移
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図10　国内企業物価指数及び企業向けサービス価格指数（前年比）
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図2　国内外主要国の物価上昇率（前年比）
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図4　原油価格（ＮＹ原油WTI先物）の推移
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図5　銅価格（LME3ヵ月先物）の推移
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図6　大豆価格（CBT大豆先物）の推移
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図7　仕入価格ＢＳＩおよび販売価格BSI（2011年3月調査）
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図8　消費動向調査－物価の見通し（2011年2月調査）
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図9　消費動向調査－物価の見通し（2011年3月調査）
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図12　円相場（米ドル・円）の推移
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図1　消費者物価指数の推移（前年比）
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産業調査

産業調査

　
昨
今
の
日
本
経
済
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

「
デ
フ
レ
」と
い
う
経
済
用
語
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、足
元
の
物
価
動
向
に
目
を
向
け
る
と
、新
た
な
変

化
の
兆
し
も
窺
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

九
州
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
消
費
者
物
価
の
下
落
幅
は
縮

小
傾
向
に
あ
り
、従
前
見
ら
れ
た
物
価
の
継
続
的
な
下
落

（
デ
フ
レ
）の
動
き
に
は
歯
止
め
が
掛
か
り
つつ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、物
資
の
輸
入
・
仕
入
〜
加
工
〜
販
売
と
い
う
一連
の
流

れ
に
お
い
て
、川
上
の
物
価
指
標
と
さ
れ
る
国
内
企
業
物
価

指
数
や
海
外
主
要
国
の
物
価
指
標
は
、上
昇
ペ
ー
ス
が
加
速

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、我
々
に
と
って
身
近
な
消
費
者
物
価
は
も
と
よ

り
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
企
業
物
価
や
海
外
物

価
の
動
き
も
確
認
し
な
が
ら
、今
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
も
考
慮
し
、昨
今
の
物
価
動
向
の
背
景

と
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。ま
た
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
F
F
G
）が
独
自
に
実
施
し
た
B
S
I

（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）の
調
査
結
果
を
基
に
、企
業

経
営
への
影
響
等
に
つい
て
も
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　　
総
務
省
が
公
表
し
た
３
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、福

岡
市
は
前
年
同
月
比
▲
0
・
5
％
、熊
本
市
は
同
▲
0
・

4
％
、長
崎
市
は
同
▲
0
・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、全

国
で
は
前
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
図
１
）。

　
２
月
は
福
岡
市
の
物
価
上
昇
率
が
前
年
比
プ
ラ
ス
で
し

た
が
、３
月
は
九
州
の
主
要
都
市
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
等
、食
料
品
価
格
の
変
動
等
種
々
の
要
因
に
よ
り
各
地

域
お
よ
び
調
査
月
ご
と
に
多
少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す

が
、総
じ
て
、2
0
0
8
年
後
半
以
降
続
い
た
消
費
者
物
価

の
下
落
傾
向（
デ
フ
レ
）は
、足
元
終
息
の
方
向
に
向
か
いつつ

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、後
述
の
企
業
物
価
や
海
外
物
価
動
向
と
は
異

な
り
、国
内
の
消
費
者
物
価
は
依
然
低
位
で
推
移
し
て
お

り
、足
元
イ
ン
フ
レ
を
懸
念
す
る
水
準
に
は
程
遠
い
の
が
現

状
で
す
。

　

　
次
に
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
川
上
の
物
価
指

標
と
し
て
、企
業
物
価
指
数
、更
に
、海
外
物
価
の
動
向
に
つ

い
て
確
認
し
ま
す（
図
２
）。

　
ま
ず
、企
業
間
で
取
引
さ
れ
る
工
業
製
品
・
農
林
水
産

物
・
鉱
産
物
等
の
財
の
価
格
動
向
を
示
す
国
内
企
業
物
価

指
数（
11
年
3
月
、日
銀
）は
前
年
比
＋
2
・
0
％
の
上
昇
と

な
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
直
後
の
08
年
11
月
以
来
の
高
い
水

準
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、海
外
主
要
国
の
物
価
動
向（
消
費
者
物
価
、11
年

3
月
分
）は
、米
国
が
前
年
同
月
比
＋
2
・
7
％
、ユ
ー
ロ
圏

が
同
＋
2
・
7
％
、中
国
が
同
＋
5
・
4
％
に
上
昇
す
る
等
、

新
興
国
を
中
心
に
海
外
で
は
イ
ン
フ
レ
の
兆
候
が
強
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
訳
を
工
業
製
品
別

に
見
る
と
、石
油
・
石
炭
製
品
は
前
年
比
＋
17
・
0
％
、鉄
鋼

は
同
＋
10
・
9
％
、非
鉄
金
属
は
同
9
・
8
％
と
大
幅
に
上
昇

し
て
お
り
、特
に
素
材
・エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
品
目
の
上
昇
が

著
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
３
）。

　
前
述
の
国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
、特
に
、素
材
・エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
品
目
が
上
昇
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、昨
今
の

国
際
商
品
市
場
に
お
け
る
、各
種
商
品（
原
油
、非
鉄
金
属
、

穀
物
等
）の
価
格
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。こ
こ
で
は
、国

際
商
品
市
場
の
代
表
的
な
品
目
と
し
て
、原
油
、銅
、大
豆

の
先
物
価
格
の
推
移
を
取
り
上
げ
ま
す（
図
４
〜
６
）。

　
例
え
ば
、国
際
原
油
市
場
の
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
Ｎ

Ｙ
原
油（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
）先
物
価
格
は
、08
年
12
月
は
1
バ
レ
ル
30

ド
ル
台
後
半
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
当
時
の
金
融

危
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
各
国
の
大
規
模
な

金
融
緩
和
や
新
興
国
の
い
ち
早
い
経
済
回
復
に
伴
う
需
要

増
加
等
を
背
景
に
、原
油
価
格
も
上
昇
に
転
じ
、本
年（
11

年
）3
月
に
は
1
バ
レ
ル
1
0
0
ド
ル
を
超
え
て
上
昇
を
続

け
る
等
、商
品
価
格
の
高
騰
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

 

　
こ
の
よ
う
に
、現
在
、国
際
商
品
市
場
で
起
き
て
い
る
各

種
商
品
価
格
の
上
昇
は
、資
源
・
食
料
の
輸
入
大
国
で
あ
る

我
が
国
日
本
の
経
済
・
物
価
に
対
し
、様
々
な
形
で
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、原
油
価
格
が
高
騰
す
る
と
、重
油
・
軽
油
・
灯

油
・ジ
ェッ
ト
燃
料
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
各
種
燃
料
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
・
化
学
繊
維
製
品
の
原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
等
の
価
格

も
上
昇
し
ま
す
。原
油
に
由
来
す
る
製
品
の
種
類
は
極
め

て
幅
広
く
、ま
た
、原
油
を
精
製
し
て
得
ら
れ
る
各
種
石
油

製
品
の
用
途
も
多
種
多
様
で
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、家

計
・
企
業
、あ
る
い
は
、製
造
業
・
非
製
造
業（
農
林
水
産
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
）の
区
別
を
問
わ
ず
、原
油
価
格
の
上
昇
は
、

経
済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、コ
ス
ト
増
加
の
圧
力
に
繋

が
り
ま
す
。

　
ま
た
、非
鉄
金
属
の一つ
で
あ
る
銅
は
、家
電
や
自
動
車
部

品
の
電
気
系
統
等
に
幅
広
い
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、銅
の
価
格
が
上
昇
す
る
と
、銅
を
使
用
す
る
最
終
製
品

の
製
造
コ
ス
ト
も
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
、九
州
の
電
子
機
器

メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
産
業
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、穀
物
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、大
豆
価
格
も
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、大
豆
価
格
の
値
上
が
り
は
、味
噌
・
醤
油
・

納
豆
・
豆
腐
等
の
日
本
の
伝
統
的
な
食
材
の
製
造
コ
ス
ト
の

上
昇
に
つ
な
が
り
、ま
た
、大
豆
を
家
畜
の
飼
料
に
使
用
し

て
い
る
畜
産
農
家
の
経
営
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
側
面
を
考
慮
す
る
と
、海
外
で
起
き
て
い
る
原

油
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、銅
等
の
鉱
物
資
源
、大
豆
・
小
麦
等
の

穀
物
価
格
の
上
昇
は
、ま
ず
、製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
と
い
う

形
で
国
内
の
製
造
業
の
経
営
に
影
響
を
与
え
、最
終
的
に

は
、消
費
者
物
価
への
上
昇
圧
力
の
形
で
我
々
日
本
国
民
の

生
活
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
為
、動
向
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
前
述
の
と
お
り
、海
外
発
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
背
景
に
、

我
が
国
で
も
川
上
の
物
価
指
標
で
あ
る
企
業
物
価
は
上
昇

し
て
い
ま
す
。F
F
G
が
本
年
3
月
に
独
自
に
実
施
し
た

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）で
も
仕
入
価
格

B
S
I
は
全
産
業
で
上
昇
し
、特
に
、製
造
業
に
お
け
る
上

昇
幅
が
大
き
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す（
図
７
）。

　
一方
、販
売
価
格
B
S
I
は
、販
売
競
争
の
激
化
や
東
日

本
大
震
災
発
生
に
よ
る
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ

り
、先
々
低
下
が
継
続
す
る
と
の
予
想
が
大
半
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
詳
細
は
小
報
2
0
1
1
年
5
月
号
を
ご
参
照
下

さ
い
。）

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、企
業
の
経
営
環
境
を
物
価
動
向
の

側
面
か
ら
見
た
場
合
、川
上（
仕
入
サ
イ
ド
）の
イ
ン
フ
レ
圧

力
と
、川
下（
販
売
サ
イ
ド
）の
デ
フ
レ
圧
力
を
同
時
に
受

け
、十
分
な
マ
ー
ジ
ン
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
厳
し
い

状
況
が
窺
え
ま
す
。

　
新
興
国
等
の
海
外
に
販
路
を
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

や
、高
付
加
価
値
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
な一部

の
企
業
は
、仕
入
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、そ
う
で
は
な
い
大
半
の
国
内
企
業

は
、経
費
削
減
等
で
耐
え
し
の
ぐ
他
な
い
状
況
で
す
。

　
内
閣
府
が
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
消
費
動

向
調
査
に
お
け
る一般
世
帯
の
物
価
動
向
の
見
方（
今
後
1

年
）は
、東
日
本
大
震
災
発
生
の
前
後
で
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、11
年
２
月
調
査
で
は
、物
価
水
準
は「
変

わ
ら
な
い
」、ま
た
は
、「
２
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す（
図
８
）。な
お
、九
州
・
沖
縄
で
は
、

物
価
の
見
通
し
は「
変
わ
ら
な
い
」と
い
う
回
答
割
合
が
最

も
多
く
、九
州
地
域
で
は
イ
ン
フ
レ
への
懸
念
は
も
と
も
と

低
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
分
か
り
ま
す
。

 

　
し
か
し
、大
震
災
が
発
生
し
た
11
年
３
月
調
査
で
は
、

「
２
％
以
上
５
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
分
布
が
最
大

と
な
り
ま
し
た（
図
９
）。特
に
、震
災
の
影
響
が
甚
大
で

あ
っ
た
東
北
地
方
を
含
む「
北
海
道
・
東
北
」で
そ
の
回
答

比
率
が
全
国
と
比
較
し
て
も
高
く
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、震
災
に
よ
る
自
粛
ム
ー
ド
や
消
費

の
低
迷
を
背
景
と
す
る
デ
フ
レ
圧
力
よ
り
も
、物
資
の
不

足
・
供
給
不
足
に
起
因
す
る
物
価
上
昇
圧
力
の
方
が
、懸
念

材
料
と
し
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
レ
ビ
ュ
ー
を
踏
ま
え
、今
後
の
物
価
動
向
を

展
望
す
る
に
あ
た
り
、「
デ
フ
レ
材
料
」「
イ
ン
フ
レ
材
料
」「
東

日
本
大
震
災
の
影
響
」と
い
う
３
つ
の
観
点
で
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、「
デ
フ
レ
材
料
」の
観
点
で
は
、国
内
需
要
の
弱
さ

が
、留
意
す
べ
き
点
だ
と
い
え
ま
す
。内
需
低
迷
を
背
景
に
、

様
々
な
業
種
で
価
格
引
下
げ
の
圧
力
は
存
在
し
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
価
の
影
響
を
受
け
に
く
い

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、「
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
」が

対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
圏
で
推
移
す
る
等
、依
然
デ
フ
レ
圧
力

が
根
強
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す（
図
10
）。日
本
経
済
は
、

産業調査 産業調査産業調査

08
年
秋
口
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
を
経
て
、よ
う
や
く
最
悪
期

を
脱
し
つつ
あ
り
ま
し
た
が
、本
年
3
月
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
こ
と
で
、再
び
、企
業
と
家
計
の
マ
イ
ン
ド
は
大

き
く
悪
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、震
災
に
よ

る
影
響
も
含
め
て
、国
内
需
要
の
動
向
が
一つ
の
大
き
な
注

目
材
料
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
、「
イ
ン
フ
レ
」材
料
の
観
点
で
は
、海
外
発
の
イ
ン
フ

レ
圧
力
、つ
ま
り
、新
興
国
を
中
心
と
し
た
海
外
需
要
の
高

ま
り
と
、こ
れ
に
伴
う
資
源
価
格
の
上
昇
の
動
き
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
通
り
、国
際
商
品
市
場
で

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、素
材
、農
産
物
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
資
源
イ
ン
フ
レ
が
起
き

て
い
る
要
因
と
し
て
、一部
先
進
国（
日
本
・
米
国
等
）に
よ
る

金
融
緩
和
の
継
続

も
背
景
に
あ
る
こ

と
を
付
け
加
え
て

お
き
ま
す（
図
11
）。

08
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
政
策

対
応
と
し
て
各
国

で
実
施
さ
れ
た
大

規
模
な
金
融
緩
和

は
、皮
肉
に
も
、そ

の
後
の
資
源
イ
ン
フ

レ
を
引
き
起
こ
す

原
因
の
一つ
に
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、海
外
発
の

イ
ン
フ
レ
圧
力
に
関

し
て
は
、円
相
場
の
動
向
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。国
際
商

品
市
場
で
は
原
油
等
の
各
種
商
品
は
通
常
外
貨
建
て
で
取

引
さ
れ
ま
す
が
、日
本
国
内
で
は
、外
貨
建
て
の
商
品
価
格

に
加
え
て
、円
相
場
の
動
向
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。因
み
に
、外
国
為
替
市
場
は
、国
内
外
の
様
々
な
要
因

（
主
要
国
の
金
融
政
策
、国
際
収
支
、財
政
状
況
、長
期
の

経
済
成
長
力
等
）で
変
動
し
ま
す
が
、10
年
後
半
以
降
は

欧
州
債
務
問
題
の
悪
化
や
米
国
の
追
加
の
金
融
緩
和
政
策

等
を
背
景
に
円
相
場
は
1
ド
ル
＝
80
円
台
前
半
の
水
準
で

円
高
基
調
が
続
い
て
い
ま
す（
図
12
）。但
し
、今
後
将
来
の

よ
り
長
い
時
間
軸
で
は
、財
政
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
の
構
造
問
題
等
に
よ
り
、円
高
基
調
が
こ
の
ま
ま
続
い
て

い
く
か
、円
相
場
の
中
長
期
的
な
動
向
も
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
影
響
」の
観
点
か
ら
、今
後

の
物
価
動
向
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

　
ま
ず
、東
日
本
大
震
災
は
、国
内
の
需
要
と
供
給
の
両
面

で
、様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、需
要
面

で
は
、自
粛
ム
ー
ド
の
浸
透
や
消
費
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ
り

消
費
需
要
が
大
幅
に
落
ち
込
む一方
で
、生
活
物
資
の
不
足

への
懸
念
か
ら一部
の
品
目（
乾
電
池
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

等
）で
買
い
占
め
が
起
こ
る
と
い
う
両
極
端
の
現
象
が
見
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、供
給
面
で
は
、東
北
・
関
東
の
工
場
の
被

災
を
受
け
サ
プ
ラ
イ
チ
ェー
ン
に
関
連
す
る
企
業
の
操
業
停

止
・
減
産
に
よ
る
供
給
力
不
足
が
問
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
今
夏
は
電
力
不
足
の
問
題
が
懸
念
材
料
で
は
あ
り
ま
す

が
、今
後
、生
産
体
制
の
復
旧
の
進
展
が
予
想
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、復
興
需
要
への
期
待
か
ら
、極
端
な
デ
フ
レ
や
悪
性

の
イ
ン
フ
レ
と
いっ
た
物
価
に
関
す
る
リ
ス
ク
・シ
ナ
リ
オ
は

後
退
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
田
中
　
義
一）

企業経営における
物価動向の影響

～インフレとデフレの観点から今後のポイントを探る～

は
じ
め
に

九
州
、全
国
と
も
デ
フ
レ
は
終
息
の
方
向
へ

消
費
者
物
価
の
動
向

素
材
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、穀
物
等
幅
広
く
上
昇

国
際
商
品
市
場
の
動
向

海
外
発
イ
ン
フ
レ
圧
力
の
存
在

企
業
物
価
お
よ
び
海
外
物
価
の
動
向

仕
入
コ
ス
ト
上
昇
の
中
、販
売
価
格
は
上
が
ら
ず

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）よ
り

消
費
動
向
調
査（
内
閣
府
）よ
り

東
日
本
大
震
災
後
の
物
価
の
見
通
し

デ
フ
レ
と
イ
ン
フ
レ
、そ
し
て
震
災
の
影
響
が
焦
点

今
後
の
ポ
イ
ン
ト

【補足】仕入価格BSIおよび販売価格BSIの数値は、企業へのアンケート調査で、各期について、
前年同期と比較して、仕入価格および販売価格の各々について、「上昇」と答えた企業割合から、
「低下」と答えた企業割合を差し引いたものです。

2001年
（出所：Bloomberg、2001年1月～2011年4月）

図11　主要国・地域の政策金利の推移

2003年 2005年 2007年 2009年 2011年

（％）
10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

中国
ユーロ圏
米国
日本

2007年9月
（出所：日本銀行）

図10　国内企業物価指数及び企業向けサービス価格指数（前年比）
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図2　国内外主要国の物価上昇率（前年比）
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図4　原油価格（ＮＹ原油WTI先物）の推移

120

100

80

60

40

20

（US$/バレル）

2008年10月 2009年4月 2009年10月 2010年4月 2010年10月 2011年4月
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図5　銅価格（LME3ヵ月先物）の推移
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図6　大豆価格（CBT大豆先物）の推移
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図7　仕入価格ＢＳＩおよび販売価格BSI（2011年3月調査）
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図8　消費動向調査－物価の見通し（2011年2月調査）
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図9　消費動向調査－物価の見通し（2011年3月調査）
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図12　円相場（米ドル・円）の推移
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図1　消費者物価指数の推移（前年比）
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産業調査

産業調査

　
昨
今
の
日
本
経
済
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

「
デ
フ
レ
」と
い
う
経
済
用
語
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、足
元
の
物
価
動
向
に
目
を
向
け
る
と
、新
た
な
変

化
の
兆
し
も
窺
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

九
州
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
消
費
者
物
価
の
下
落
幅
は
縮

小
傾
向
に
あ
り
、従
前
見
ら
れ
た
物
価
の
継
続
的
な
下
落

（
デ
フ
レ
）の
動
き
に
は
歯
止
め
が
掛
か
り
つつ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、物
資
の
輸
入
・
仕
入
〜
加
工
〜
販
売
と
い
う
一連
の
流

れ
に
お
い
て
、川
上
の
物
価
指
標
と
さ
れ
る
国
内
企
業
物
価

指
数
や
海
外
主
要
国
の
物
価
指
標
は
、上
昇
ペ
ー
ス
が
加
速

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、我
々
に
と
って
身
近
な
消
費
者
物
価
は
も
と
よ

り
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
企
業
物
価
や
海
外
物

価
の
動
き
も
確
認
し
な
が
ら
、今
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
も
考
慮
し
、昨
今
の
物
価
動
向
の
背
景

と
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。ま
た
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
F
F
G
）が
独
自
に
実
施
し
た
B
S
I

（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）の
調
査
結
果
を
基
に
、企
業

経
営
への
影
響
等
に
つい
て
も
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　　
総
務
省
が
公
表
し
た
３
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、福

岡
市
は
前
年
同
月
比
▲
0
・
5
％
、熊
本
市
は
同
▲
0
・

4
％
、長
崎
市
は
同
▲
0
・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、全

国
で
は
前
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
図
１
）。

　
２
月
は
福
岡
市
の
物
価
上
昇
率
が
前
年
比
プ
ラ
ス
で
し

た
が
、３
月
は
九
州
の
主
要
都
市
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
等
、食
料
品
価
格
の
変
動
等
種
々
の
要
因
に
よ
り
各
地

域
お
よ
び
調
査
月
ご
と
に
多
少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す

が
、総
じ
て
、2
0
0
8
年
後
半
以
降
続
い
た
消
費
者
物
価

の
下
落
傾
向（
デ
フ
レ
）は
、足
元
終
息
の
方
向
に
向
か
いつつ

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、後
述
の
企
業
物
価
や
海
外
物
価
動
向
と
は
異

な
り
、国
内
の
消
費
者
物
価
は
依
然
低
位
で
推
移
し
て
お

り
、足
元
イ
ン
フ
レ
を
懸
念
す
る
水
準
に
は
程
遠
い
の
が
現

状
で
す
。

　

　
次
に
、消
費
者
物
価
に
影
響
を
与
え
る
川
上
の
物
価
指

標
と
し
て
、企
業
物
価
指
数
、更
に
、海
外
物
価
の
動
向
に
つ

い
て
確
認
し
ま
す（
図
２
）。

　
ま
ず
、企
業
間
で
取
引
さ
れ
る
工
業
製
品
・
農
林
水
産

物
・
鉱
産
物
等
の
財
の
価
格
動
向
を
示
す
国
内
企
業
物
価

指
数（
11
年
3
月
、日
銀
）は
前
年
比
＋
2
・
0
％
の
上
昇
と

な
り
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
直
後
の
08
年
11
月
以
来
の
高
い
水

準
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、海
外
主
要
国
の
物
価
動
向（
消
費
者
物
価
、11
年

3
月
分
）は
、米
国
が
前
年
同
月
比
＋
2
・
7
％
、ユ
ー
ロ
圏

が
同
＋
2
・
7
％
、中
国
が
同
＋
5
・
4
％
に
上
昇
す
る
等
、

新
興
国
を
中
心
に
海
外
で
は
イ
ン
フ
レ
の
兆
候
が
強
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
訳
を
工
業
製
品
別

に
見
る
と
、石
油
・
石
炭
製
品
は
前
年
比
＋
17
・
0
％
、鉄
鋼

は
同
＋
10
・
9
％
、非
鉄
金
属
は
同
9
・
8
％
と
大
幅
に
上
昇

し
て
お
り
、特
に
素
材
・エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
品
目
の
上
昇
が

著
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
３
）。

　
前
述
の
国
内
企
業
物
価
指
数
の
内
、特
に
、素
材
・エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
品
目
が
上
昇
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、昨
今
の

国
際
商
品
市
場
に
お
け
る
、各
種
商
品（
原
油
、非
鉄
金
属
、

穀
物
等
）の
価
格
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。こ
こ
で
は
、国

際
商
品
市
場
の
代
表
的
な
品
目
と
し
て
、原
油
、銅
、大
豆

の
先
物
価
格
の
推
移
を
取
り
上
げ
ま
す（
図
４
〜
６
）。

　
例
え
ば
、国
際
原
油
市
場
の
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
Ｎ

Ｙ
原
油（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
）先
物
価
格
は
、08
年
12
月
は
1
バ
レ
ル
30

ド
ル
台
後
半
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
当
時
の
金
融

危
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
各
国
の
大
規
模
な

金
融
緩
和
や
新
興
国
の
い
ち
早
い
経
済
回
復
に
伴
う
需
要

増
加
等
を
背
景
に
、原
油
価
格
も
上
昇
に
転
じ
、本
年（
11

年
）3
月
に
は
1
バ
レ
ル
1
0
0
ド
ル
を
超
え
て
上
昇
を
続

け
る
等
、商
品
価
格
の
高
騰
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

 

　
こ
の
よ
う
に
、現
在
、国
際
商
品
市
場
で
起
き
て
い
る
各

種
商
品
価
格
の
上
昇
は
、資
源
・
食
料
の
輸
入
大
国
で
あ
る

我
が
国
日
本
の
経
済
・
物
価
に
対
し
、様
々
な
形
で
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、原
油
価
格
が
高
騰
す
る
と
、重
油
・
軽
油
・
灯

油
・ジ
ェッ
ト
燃
料
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
各
種
燃
料
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
・
化
学
繊
維
製
品
の
原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
等
の
価
格

も
上
昇
し
ま
す
。原
油
に
由
来
す
る
製
品
の
種
類
は
極
め

て
幅
広
く
、ま
た
、原
油
を
精
製
し
て
得
ら
れ
る
各
種
石
油

製
品
の
用
途
も
多
種
多
様
で
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、家

計
・
企
業
、あ
る
い
は
、製
造
業
・
非
製
造
業（
農
林
水
産
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
）の
区
別
を
問
わ
ず
、原
油
価
格
の
上
昇
は
、

経
済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、コ
ス
ト
増
加
の
圧
力
に
繋

が
り
ま
す
。

　
ま
た
、非
鉄
金
属
の一つ
で
あ
る
銅
は
、家
電
や
自
動
車
部

品
の
電
気
系
統
等
に
幅
広
い
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、銅
の
価
格
が
上
昇
す
る
と
、銅
を
使
用
す
る
最
終
製
品

の
製
造
コ
ス
ト
も
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
、九
州
の
電
子
機
器

メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
産
業
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、穀
物
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、大
豆
価
格
も
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、大
豆
価
格
の
値
上
が
り
は
、味
噌
・
醤
油
・

納
豆
・
豆
腐
等
の
日
本
の
伝
統
的
な
食
材
の
製
造
コ
ス
ト
の

上
昇
に
つ
な
が
り
、ま
た
、大
豆
を
家
畜
の
飼
料
に
使
用
し

て
い
る
畜
産
農
家
の
経
営
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
側
面
を
考
慮
す
る
と
、海
外
で
起
き
て
い
る
原

油
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、銅
等
の
鉱
物
資
源
、大
豆
・
小
麦
等
の

穀
物
価
格
の
上
昇
は
、ま
ず
、製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
と
い
う

形
で
国
内
の
製
造
業
の
経
営
に
影
響
を
与
え
、最
終
的
に

は
、消
費
者
物
価
への
上
昇
圧
力
の
形
で
我
々
日
本
国
民
の

生
活
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
為
、動
向
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
前
述
の
と
お
り
、海
外
発
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
背
景
に
、

我
が
国
で
も
川
上
の
物
価
指
標
で
あ
る
企
業
物
価
は
上
昇

し
て
い
ま
す
。F
F
G
が
本
年
3
月
に
独
自
に
実
施
し
た

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）で
も
仕
入
価
格

B
S
I
は
全
産
業
で
上
昇
し
、特
に
、製
造
業
に
お
け
る
上

昇
幅
が
大
き
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す（
図
７
）。

　
一方
、販
売
価
格
B
S
I
は
、販
売
競
争
の
激
化
や
東
日

本
大
震
災
発
生
に
よ
る
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ

り
、先
々
低
下
が
継
続
す
る
と
の
予
想
が
大
半
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
詳
細
は
小
報
2
0
1
1
年
5
月
号
を
ご
参
照
下

さ
い
。）

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、企
業
の
経
営
環
境
を
物
価
動
向
の

側
面
か
ら
見
た
場
合
、川
上（
仕
入
サ
イ
ド
）の
イ
ン
フ
レ
圧

力
と
、川
下（
販
売
サ
イ
ド
）の
デ
フ
レ
圧
力
を
同
時
に
受

け
、十
分
な
マ
ー
ジ
ン
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
厳
し
い

状
況
が
窺
え
ま
す
。

　
新
興
国
等
の
海
外
に
販
路
を
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

や
、高
付
加
価
値
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
な一部

の
企
業
は
、仕
入
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、そ
う
で
は
な
い
大
半
の
国
内
企
業

は
、経
費
削
減
等
で
耐
え
し
の
ぐ
他
な
い
状
況
で
す
。

　
内
閣
府
が
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
消
費
動

向
調
査
に
お
け
る一般
世
帯
の
物
価
動
向
の
見
方（
今
後
1

年
）は
、東
日
本
大
震
災
発
生
の
前
後
で
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、11
年
２
月
調
査
で
は
、物
価
水
準
は「
変

わ
ら
な
い
」、ま
た
は
、「
２
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す（
図
８
）。な
お
、九
州
・
沖
縄
で
は
、

物
価
の
見
通
し
は「
変
わ
ら
な
い
」と
い
う
回
答
割
合
が
最

も
多
く
、九
州
地
域
で
は
イ
ン
フ
レ
への
懸
念
は
も
と
も
と

低
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
分
か
り
ま
す
。

 

　
し
か
し
、大
震
災
が
発
生
し
た
11
年
３
月
調
査
で
は
、

「
２
％
以
上
５
％
未
満
の
物
価
上
昇
」の
予
想
分
布
が
最
大

と
な
り
ま
し
た（
図
９
）。特
に
、震
災
の
影
響
が
甚
大
で

あ
っ
た
東
北
地
方
を
含
む「
北
海
道
・
東
北
」で
そ
の
回
答

比
率
が
全
国
と
比
較
し
て
も
高
く
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、震
災
に
よ
る
自
粛
ム
ー
ド
や
消
費

の
低
迷
を
背
景
と
す
る
デ
フ
レ
圧
力
よ
り
も
、物
資
の
不

足
・
供
給
不
足
に
起
因
す
る
物
価
上
昇
圧
力
の
方
が
、懸
念

材
料
と
し
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
レ
ビ
ュ
ー
を
踏
ま
え
、今
後
の
物
価
動
向
を

展
望
す
る
に
あ
た
り
、「
デ
フ
レ
材
料
」「
イ
ン
フ
レ
材
料
」「
東

日
本
大
震
災
の
影
響
」と
い
う
３
つ
の
観
点
で
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、「
デ
フ
レ
材
料
」の
観
点
で
は
、国
内
需
要
の
弱
さ

が
、留
意
す
べ
き
点
だ
と
い
え
ま
す
。内
需
低
迷
を
背
景
に
、

様
々
な
業
種
で
価
格
引
下
げ
の
圧
力
は
存
在
し
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
価
の
影
響
を
受
け
に
く
い

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、「
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
」が

対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
圏
で
推
移
す
る
等
、依
然
デ
フ
レ
圧
力

が
根
強
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す（
図
10
）。日
本
経
済
は
、

産業調査 産業調査産業調査

08
年
秋
口
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
を
経
て
、よ
う
や
く
最
悪
期

を
脱
し
つつ
あ
り
ま
し
た
が
、本
年
3
月
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
こ
と
で
、再
び
、企
業
と
家
計
の
マ
イ
ン
ド
は
大

き
く
悪
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、震
災
に
よ

る
影
響
も
含
め
て
、国
内
需
要
の
動
向
が
一つ
の
大
き
な
注

目
材
料
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
、「
イ
ン
フ
レ
」材
料
の
観
点
で
は
、海
外
発
の
イ
ン
フ

レ
圧
力
、つ
ま
り
、新
興
国
を
中
心
と
し
た
海
外
需
要
の
高

ま
り
と
、こ
れ
に
伴
う
資
源
価
格
の
上
昇
の
動
き
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
通
り
、国
際
商
品
市
場
で

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、素
材
、農
産
物
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
資
源
イ
ン
フ
レ
が
起
き

て
い
る
要
因
と
し
て
、一部
先
進
国（
日
本
・
米
国
等
）に
よ
る

金
融
緩
和
の
継
続

も
背
景
に
あ
る
こ

と
を
付
け
加
え
て

お
き
ま
す（
図
11
）。

08
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
政
策

対
応
と
し
て
各
国

で
実
施
さ
れ
た
大

規
模
な
金
融
緩
和

は
、皮
肉
に
も
、そ

の
後
の
資
源
イ
ン
フ

レ
を
引
き
起
こ
す

原
因
の
一つ
に
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、海
外
発
の

イ
ン
フ
レ
圧
力
に
関

し
て
は
、円
相
場
の
動
向
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。国
際
商

品
市
場
で
は
原
油
等
の
各
種
商
品
は
通
常
外
貨
建
て
で
取

引
さ
れ
ま
す
が
、日
本
国
内
で
は
、外
貨
建
て
の
商
品
価
格

に
加
え
て
、円
相
場
の
動
向
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。因
み
に
、外
国
為
替
市
場
は
、国
内
外
の
様
々
な
要
因

（
主
要
国
の
金
融
政
策
、国
際
収
支
、財
政
状
況
、長
期
の

経
済
成
長
力
等
）で
変
動
し
ま
す
が
、10
年
後
半
以
降
は

欧
州
債
務
問
題
の
悪
化
や
米
国
の
追
加
の
金
融
緩
和
政
策

等
を
背
景
に
円
相
場
は
1
ド
ル
＝
80
円
台
前
半
の
水
準
で

円
高
基
調
が
続
い
て
い
ま
す（
図
12
）。但
し
、今
後
将
来
の

よ
り
長
い
時
間
軸
で
は
、財
政
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
の
構
造
問
題
等
に
よ
り
、円
高
基
調
が
こ
の
ま
ま
続
い
て

い
く
か
、円
相
場
の
中
長
期
的
な
動
向
も
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
影
響
」の
観
点
か
ら
、今
後

の
物
価
動
向
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

　
ま
ず
、東
日
本
大
震
災
は
、国
内
の
需
要
と
供
給
の
両
面

で
、様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、需
要
面

で
は
、自
粛
ム
ー
ド
の
浸
透
や
消
費
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
よ
り

消
費
需
要
が
大
幅
に
落
ち
込
む一方
で
、生
活
物
資
の
不
足

への
懸
念
か
ら一部
の
品
目（
乾
電
池
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

等
）で
買
い
占
め
が
起
こ
る
と
い
う
両
極
端
の
現
象
が
見
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、供
給
面
で
は
、東
北
・
関
東
の
工
場
の
被

災
を
受
け
サ
プ
ラ
イ
チ
ェー
ン
に
関
連
す
る
企
業
の
操
業
停

止
・
減
産
に
よ
る
供
給
力
不
足
が
問
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
今
夏
は
電
力
不
足
の
問
題
が
懸
念
材
料
で
は
あ
り
ま
す

が
、今
後
、生
産
体
制
の
復
旧
の
進
展
が
予
想
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、復
興
需
要
への
期
待
か
ら
、極
端
な
デ
フ
レ
や
悪
性

の
イ
ン
フ
レ
と
いっ
た
物
価
に
関
す
る
リ
ス
ク
・シ
ナ
リ
オ
は

後
退
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
田
中
　
義
一）

企業経営における
物価動向の影響

～インフレとデフレの観点から今後のポイントを探る～

は
じ
め
に

九
州
、全
国
と
も
デ
フ
レ
は
終
息
の
方
向
へ

消
費
者
物
価
の
動
向

素
材
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、穀
物
等
幅
広
く
上
昇

国
際
商
品
市
場
の
動
向

海
外
発
イ
ン
フ
レ
圧
力
の
存
在

企
業
物
価
お
よ
び
海
外
物
価
の
動
向

仕
入
コ
ス
ト
上
昇
の
中
、販
売
価
格
は
上
が
ら
ず

B
S
I（
企
業
動
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）よ
り

消
費
動
向
調
査（
内
閣
府
）よ
り

東
日
本
大
震
災
後
の
物
価
の
見
通
し

デ
フ
レ
と
イ
ン
フ
レ
、そ
し
て
震
災
の
影
響
が
焦
点

今
後
の
ポ
イ
ン
ト

【補足】仕入価格BSIおよび販売価格BSIの数値は、企業へのアンケート調査で、各期について、
前年同期と比較して、仕入価格および販売価格の各々について、「上昇」と答えた企業割合から、
「低下」と答えた企業割合を差し引いたものです。

2001年
（出所：Bloomberg、2001年1月～2011年4月）

図11　主要国・地域の政策金利の推移
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図10　国内企業物価指数及び企業向けサービス価格指数（前年比）
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図2　国内外主要国の物価上昇率（前年比）
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図4　原油価格（ＮＹ原油WTI先物）の推移
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図5　銅価格（LME3ヵ月先物）の推移
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図6　大豆価格（CBT大豆先物）の推移
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図7　仕入価格ＢＳＩおよび販売価格BSI（2011年3月調査）
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図8　消費動向調査－物価の見通し（2011年2月調査）
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図9　消費動向調査－物価の見通し（2011年3月調査）
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図12　円相場（米ドル・円）の推移
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図1　消費者物価指数の推移（前年比）
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図3　国内企業物価指数　品目別増減　前年比（2011年3月）
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香港編

　
株
式
会
社
ヒ
デ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、1
9
9
3
年
に
福

岡
市
に
て
創
業
し
、帽
子
や
バッ
グ
、ベル
ト
等
、自
社
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
服
飾
雑
貨
商
品
を
製
造
卸
販
売
さ
れ
て
い
る
企
業

で
す
。同
社
の
商
品
は
主
に
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、若
い
社
員
の
ア
イ
デ
ア
や
デ
ザ
イ
ン
を
積
極
的

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、商
品
の
大
部
分
を
中
国
の
提
携

工
場
に
お
い
て
生
産
輸
入
す
る
こ
と
で
、廉
価
で
且
つ
最
新

ト
レ
ン
ド
の
商
品
の
提
供
を
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、近
年
の
中
国
で
は
人
件
費
の
高
騰

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
等
も
踏
ま
え
、同
社

は
生
産
輸
入
が
中
国
に
集
中
す
る
こ
と
に
伴
う「
チ
ャ

イ
ナ
・リ
ス
ク
」の
分
散
の
必
要
性
を
感
じ
、中
国
以
外

の
国
へ
の
進
出
を
検
討
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、先
日
、

ベ
ト
ナ
ム
に
自
社
工
場
と
し
て
現
地
法
人「
H
I
D
E 

C
O
R
P
O
R
A
T
I
O
N,
L
I
M
I
T
E
D
」を
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ムへの
進
出
を
決
め
る
ま
で
に
は
、実
際
に
親
会
社

の
社
長
や
社
員
の
方
々
が
、視
察
の
為
に
何
度
も
現
地
に
赴

き
ま
し
た
。次
第
に
、割
安
な
生
産
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、縫

製
技
術
の
高
さ
と
いっ
た
メ
リ
ッ
ト
や
、ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
全

て
の
部
材
調
達
を
完
結
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
いっ
た
デ
メ

リ
ッ
ト
等
、様
々
な
面
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
更
に
、現
地
に
お
け
る
ラ
イ
セ
ン
ス
や
税
制
等
の
制
度
面

の
情
報
収
集
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
選
定
等
を
進
め
、ど

の
よ
う
な
形
態
で
の
進
出
が
最
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
か
検

討
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
結
果
、提
携
工
場
に
よ
る
委
託
生
産

で
は
な
く
、自
社
工
場
に
よ
る
生
産
の
方
が
納
期
短
縮
や
安

定
供
給
に
繋
が
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
11
年
１
月
に
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
共
同
出
資
に

よ
り
、ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
商
都
で
あ
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
当

社
を
設
立
し
、今
年
の
年
央
の
稼
動
を
目
指
し
て
工
場
を

建
設
中
で
す
。

　
今
後
の
展
開
に
お
い
て
は
、自
社
商
品
の
み
な
ら
ず
、自

社
工
場
に
お
け
る
O
E
M
生
産
の
体
制
構
築
も
視
野
に
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。親
会
社
の
営
業
部
長
で
あ
る
鈴
木
氏
が

現
地
代
表
と
し
て
赴
任
さ
れ
、現
地
の
管
理
職
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
、新
た
に
採
用
し
た
従
業
員
への
社
員
教
育
に
取
り

組
ま
れ
て
お
ら
れ
る
等
、組
織

体
制
作
り
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
の
生
産
規
模
は
比
較

的
小
規
模
に
と
ど
ま
る
見
通

し
と
の
こ
と
で
す
が
、ベ
ト
ナ
ム

自
社
工
場
の
生
産
体
制
の
本

格
稼
動
に
よ
り
、当
社
グ
ル
ー

プ
の
今
後
の
事
業
拡
大
が
益
々

期
待
さ
れ
ま
す
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
菅 

大
輔
）

株
式
会
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ヒ
デ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
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